
工学部研究資料館の公開および保守管理について 

－国指定重要文化財の開放と工作機械の保守管理－ 

○中村秀二、倉田 大、白川武敏、清水久雄、平田正昭、廣田将輝、神之田信幸

機器製作技術系

1 はじめに 
工学部研究資料館の建物と館内の工作機械 11 台は、平成 6 年に国指定重要文化財の指定を受けた。本館

は、熊本高等工業学校の機械実験工場として明治 41 年に設置され、現存する建築物としての実用性と装飾的

要素を備えた美しさがあり、全国でも数少ない大変貴重な歴史的な建造物である。また、館内設置の工作機

械は、当初、蒸気機関による動力を供給する構造になっていたが、現在は撤去され電動機の駆動となってい

る。その後、平成 19 年には機械学会より工学部研究資料館および重要文化財工作機械（11 台）に新たに 2 台

の工作機械を加えたものが機械遺産として認定された。

2 機械遺産の認定について 
2.1 機械遺産とは 

機械遺産は 2007 年 6 月に日本機械学会創立 110 周年記念事業により設けた制度であり、歴史に残る機械技

術関連遺産を大切に保存し、文化的遺産として次世代に伝えることを目的に、日本の機械技術発展において

強い影響を与えた機械・機器・機械関連システム・施設・設計仕様書・教科書などを対象に与えられる。ま

た、これらの機械遺産における所有、管理などの維持継続ができなくなった場合に、保存する制度である。

2.2 工学部研究資料館の歴史 – 機械遺産認定まで – 

明治 30 年(1897)に設置された第五高等学

校から熊本高等工業学校が明治 39 年(1906)

に独立し、明治 41 年(1908)12 月熊本高等工

業学校機械実験工場として竣工された。その

後、熊本大学工学部に引き継がれ、昭和 47

年(1972)までの約 60 年間、実習工場として

研究支援や学生指導などに用いられてきた。 

昭和 52 年(1977)に熊本大学工学部 80 周年記

念事業で、工学部研究資料館となり、平成 6

年に建物と工作機械群 11 台が重要文化財として指定された。平成 9 年(1997)、熊本大学工学部 100 周年記念

事業の一環として、これまで稼動していた 3 台の機械以外 8 台の動態保存化を進め、平成 11 年(1999)国指定

重要文化財工作機械 11 台全てが動態保存となった。平成 18 年(2007)日本機械学会より、工学部研究資料館お

よび館内工作機械群 13 台(重要文化財 11 台含む)が機械遺産に認定される。 

2.3 今後の工学部研究資料館の役割 

工学部研究資料館は、機械遺産の認定条件にもあるように「歴史に残る機械技術関連遺産を大切に保存し、

文化的遺産として次世代に伝えること」が肝要と考える。この機械遺産の認定により、毎年多くの来館者が

あり、秋には研究資料館の建物の空間を活かした音楽コンサートを開催し、大学の恒例行事になっている。
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このように研究資料館は、大学教育だけではなく、様々な分野に関しても活用し、貢献できると思われる。

表 1 には平成 25 年度の工学部研究資料館の公開および来館者数を示す。 

表 1 工学部研究資料館（重要文化財工作機械）の公開および来館者数 

公開日 行事内容 来館者数（名） 

平成 25 年 5 月 21 日 マテリアル工学科１年（マテリアル工学入門） 50 

平成 25 年 5 月 31 日 国立大学教養教育実施組織会 39 

平成 25 年 6 月  8 日 工学部 OB（S33～S53 年度卒業） 10 

平成 25 年 6 月 27 日 日米教育委員会 21 

平成 25 年 6 月 28 日 亜洲大学 30 

平成 25 年 7 月  9 日 九州工学教育教会 45 

平成 25 年 7 月 28 日 夏休み中学生自由相談会 34 

平成 25 年 8 月 10 日 オープンキャンパス 841 

平成 25 年 8 月 23 日 立石科学技術振興財団 10 

平成 25 年 9 月  6 日 日本騒音制御工学会 42 

平成 25 年 9 月 24 日 電気関係学会 9 

平成 25 年 10 月 17 日 牧野先生同窓会（S40 年度卒業） 17 

平成 25 年 10 月 19 日 日本建築学会 82 

平成 25 年 11 月  2 日 夢科学探検 2013 450 

平成 25 年 11 月  3 日 ホームカミングデー 15 

平成 25 年 11 月 13 日 熊本県装飾古墳館研修 23 

平成 25 年 11 月 15 日 秋の夕暮コンサート 2013 131 

平成 25 年 11 月 16 日 物質生命科学科（S22～H20 年度卒業） 38 

平成 25 年 11 月 21 日 国立科学博物館 1 

 小計 1,888 

毎月第 3 金曜日 定期公開 平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月 210 

その他 平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月 34 

 合計 2,132 

 
3 おわりに 
工学部研究資料館は、年間行事、依頼開放のほか、毎月第 3 金曜日（平成 24 年度より）に一般公開を行っ

ている。また、研究資料館の維持管理のため、館内の定期的な清掃と工作機械については、技術職員により

毎月メンテナンスを行なっている。この歴史ある貴重な建物および工作機械群を学生や一般の多くの方々に

実際に動く状態で見学していただき、機械産業の原点を感じていただければ幸いである。 

※各種連絡先 

工学部研究資料館に関すること          建築工学科教授 伊東 龍一館長  Tel 096-342-3554 

工作機械および動態保存に関すること       技術部 機器製作技術系 中村秀二 Tel 096-342-3779 

工学部研究資料館の見学に関すること       〒860-8555 熊本市中央区黒髪 2 丁目 39-1 

 自然科学系事務ユニット 総務担当 Tel 096-342-3513 
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